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歳
入
教
育
手
数
料
と
し
ま
し
て
公
民
館

使
用
料
約
五
十
三
万
円
体
育
施
設
使
用
料
は
約
二
百

十
三
万
円
。
教
育
費
国
庫
補
助
金
は
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
補

助
金
約
七
十
六
万
円（
3
分
の
1
補
助
）田
中
城
災
害
復
旧

工
事
費
の
50
％
七
百
七
十
五
万
円
。
肥
後
古
代
の
森
管
理
費

が
約
千
十
六
万
円
。
歳
出
幼
保
小
連
携
事
業
補
助
百
十
万
円
。

（
菊
水
地
区
）国
語
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
約
壱
百
六
万

円（
三
加
和
地
区
）小
学
校
に
つ
い
て
は
、
賃
金
と
し
ま
し
て

菊
水
南
小
に
複
式
学
級
の
た
め
二
名
で
約
七
百
八
十
万
円
。

工
事
請
負
費
が
、
約
千
四
百
万
円
。
主
な
も
の
と
し
て
中
央

小
の
プ
ー
ル
ろ
過
機
取
り
替
え
工
事
約
六
百
万
円
。
緑
小
消

防
用
配
管
工
事
約
五
百
万
円
。
使
用
料
及
賃
借
料
千
四
百
七

十
万
円
。
こ
れ
は
、
パ
ソ
コ
ン（
1
3
8
台
）と
三
加
和
地
区

の
タ
ク
シ
ー
料
金
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
中
学
校
に
つ
き
ま

し
て
は
、
修
繕
費
と
し
て
菊
水
中
の
体
育
館
天
井
修
理
約
二

百
万
円
、
廊
下
床
張
り
替
え
工
事
約
八
百
万
円
。
公
共
下
水

道
に
よ
る
水
切
り
替
え
工
事
費
約
二
百
万
円
。
文
化
財
保
護

費
に
つ
い
て
は
、
田
中
城
公
園
管
理
委
託
料
約
三
百
万
円
。

肥
後
古
代
の
森
清
原
台
地
一
体
樹
木
管
理
約
千
二
百
万
円
。

田
中
城
災
害
復
旧
工
事
約
一
千
万
円
。
文
化
財
総
務
費
は
、

文
化
財
案
内
板
設
置
工
事
十
ヵ
所
約
二
百
万
円
。
文
化
財
管

理
費
、
田
中
城
跡
管
理
な
ど
約
千
八
百
万
円
。
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
浄
化
槽
解
体
費
約
五
百
万
円
。
宅
内
排
水
設
備
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厚
生
常
任
委
員
会
は
、
6
月
21
日
、
22
日
の
2
日
間
「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」「
和
水
町
立
病
院
」「
健
康
福
祉
課
」

関
連
の
予
算
審
議
を
行
っ
た
。

　

最
初
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
、
施
設
介
護
費
収

入
は
制
度
改
正
に
よ
り
、
食
費
の
減
額
な
ど
が
あ
り
、
二
千

数
百
万
円
の
減
収
と
な
る
見
込
で
あ
る
。

　

又
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
関
係
も
認
定
調
査
基
準
の
見
直
し
に

よ
り
、
要
介
護
度
の
判
定
が
従
来
よ
り
き
び
し
い
結
果
と

な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
関
係
で
、
特
に
目
立
っ
た
も
の
と
し
て
、
今
年
度
は
、

特
浴
槽
の
購
入
に
備
品
購
入
費
と
し
て
一
千
百
万
円
の
う
ち
、

八
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

特
老
建
設
基
金
は
当
初
予
算
で
四
千
万
円
を
計
上
し
て

あ
り
、
収
入
減
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
だ
け
の
基
金
積
立
て

が
出
来
る
と
言
う
こ
と
は
、
素
直
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
だ
ろ

う
と
思
う
。

　

和
水
町
立
病
院
予
算
審
議
で
は
18
年
度
の
総
事
業
収
益
は
、

九
億
千
五
百
三
万
円
と
な
っ
て
お
り
内
訳
は
、
主
な
も
の
と

し
て
、入
院
収
益
五
億
千
九
十
二
万
二
千
円
（
55
・
8
％
）
で
、

総
事
業
費
用
は
、
収
益
と
同
額
で
、
主
な
も
の
と
し
て
医
療

費
用
と
し
て
八
億
二
千
四
百
四
十
七
万
七
千
円
（
91
・
1
％
）

で
あ
り
ま
す
。

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、
6
月
21
日
に
所
管
課
で
あ
る

建
設
課
・
経
済
課
の
平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算
並
び
に
特

別
会
計
予
算
の
審
査
を
行
っ
た
。
ま
ず
経
済
課
関
係
予
算
に

つ
い
て
の
審
査
を
行
っ
た
が
、
全
体
的
に
は
前
年
と
ほ
ぼ
同

額
の
予
算
計
上
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
新
規
事
業
と

し
て
、
平
成
18
年
度
モ
デ
ル
事
業
『
農
地
・
水
・
農
村
環
境

保
全
活
動
支
援
事
業
費
』
と
し
て
、
三
十
万
六
千
円
が
計
上

さ
れ
て
お
り
、
対
象
地
区
は
、
菊
水
西
地
区
（
内
田
・
長
小

田
・
下
久
井
原
・
上
久
井
原
）
が
上
が
っ
て
お
り
、
受
益
面

積
は
28 

ha
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
後
継
者
対
策
関
係
予
算
で

は
、新
規
営
農
者
に
対
す
る
補
助
金
と
し
て
本
年
度
五
名（
旧

菊
水
二
名
・
旧
三
加
和
三
名
）
分
、
一
人
当
た
り
二
十
万
円

の
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
又
担
い
手
育
成
総
合
支
援

事
業
で
は
、
1
地
区
当
た
り
二
十
万
円
の
4
地
区
分
八
十
万

円
が
、
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
て
い
る
。
団
体
圃
場
整
備
事
業

関
連
で
は
、
本
年
度
区
画
整
理
面
積
5.4 

ha
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
総
事
業
費
と
し
て
約
八
千
百
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
経
済
課
関
係
予
算
と
し
て
、
民
家
村
の
ガ
ラ
ス
工

房
の
設
計
委
託
料
二
百
三
十
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

建
設
課
関
係
の
主
な
予
算
と
し
て
は
、
道
路
改
良
費
（
旧

菊
水
五
路
線
、
旧
三
加
和
二
路
線
）
で
、
二
億
八
千
二
百
二

十
万
円
が
工
事
請
負
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他

厚
生
常
任
委
員
長　

坂
本　

政
光

建
設
経
済
常
任
委
員
長　

北
原　

芳
史
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工
事
約
三
十
八
万
円
等
で
す
。

　

歳
入
・
町
民
税
は
、
個
人
分
現
年
課
税

分
約
二
億
円
。
本
人
分
現
年
課
税
分
約
八
千
八
百
万

円
。
固
定
資
産
税
現
年
課
税
分
約
四
億
四
千
万
円
。
旧
菊
水

二
億
八
千
万
円
。
旧
三
加
和
一
億
八
千
万
円
。
軽
自
動
車
税

約
三
千
二
百
万
円
。
タ
バ
コ
税
五
千
七
百
万
円
。
環
境
衛
生

費
・
河
川
水
質
検
査
委
託
五
万
三
千
円
（
十
二
個
所
予
定
）。

斎
場
費
・
修
繕
料
と
し
て
火
葬
炉
内
壁
修
理
約
三
十
六
万
円
。

バ
ー
ナ
ー
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
約
百
十
万
円
。
せ
き
す
い
斎
苑

負
担
金
約
五
百
八
十
万
円
。
一
部
事
務
組
合
負
担
金
と
し
て

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
費
約
七
千
万
円
。
一
市
三
町
清

掃
施
設
建
設
費
約
二
千
万
円
。
生
ご
み
処
理
機
設
置
補
助
金

二
十
七
万
円
。

　

一
般
管
理
費
と
し
て
区
長
報
酬
約
二
千
万
円
。

下
水
道
接
続
工
事
約
八
十
万
円
。
浄
化
槽
解
体
工
事

二
百
万
円
。
下
水
道
負
担
金
七
万
五
千
円
。
地
方
バ
ス
路
線

維
持
補
助
金
約
二
千
万
円
。
交
通
安
全
対
策
費
と
し
ま
し
て
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
修
繕
五
十
万
円
。カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
施
設
工
事
約
三
百
万
円
。
国
際
交
流
費
約
百
万

円
。
防
犯
灯
新
設
約
二
百
万
円
。
消
防
団
報
酬
約
一
千
万
円
、

費
用
弁
償
約
六
百
万
円
。
消
防
ポ
ン
プ
車
両
な
ど
修
理
六
十

万
円
。
防
火
水
槽
設
置
工
事
約
五
百
万
円
の
六
基
。
歳
入
地

方
交
付
税
・
普
通
交
付
税
菊
水
町
十
二
億
円
。
三
加
和
町
十

二
億
五
千
万
円
。
特
別
交
付
税
一
億
五
千
万
円
。
住
宅
用
地

造
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
十
二
区
画
の
う
ち
五
十
一

区
画
が
分
譲
済
で
あ
る
。
歳
出
と
し
て
団
地
内
公
園
の
排
水

工
事
、
ポ
ン
プ
施
設
雷
防
止
工
事
七
十
九
万
円
。
春
富
財
産

区
に
つ
い
て
は
、
西
吉
地
に
約
九
万
㎡
、
地
目
山
林
。
上
和

仁
に
約
一
万
千
㎡
、
地
目
保
安
林
。
計
の
約
十
万
㎡
。
議
会

は
十
名
削
減
に
て
約
三
千
百
万
円
の
削
減
で
あ
り
ま
す
。
簡

単
で
す
が
総
務
文
教
委
員
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
病
院
経
営
の
状
況
と
し
て
は
、
4
月
か
ら
の
診

療
報
酬
制
度
改
正
及
び
、
7
月
か
ら
の
改
正
に
よ
る
影
響
で

4
階
病
棟
で
月
三
百
五
十
万
円
、
3
階
で
百
五
十
万
円
、
計

五
百
万
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
や
、
10
月
か
ら
高
齢
者

の
自
己
負
担
増
と
い
う
医
療
制
度
改
革
も
行
わ
れ
る
こ
と
な

ど
を
考
え
れ
ば
、
病
院
経
営
は
益
々
厳
し
い
状
況
に
な
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
費
用
に
関
し
て
は
、
人
件
費
等
義
務
的
経

費
は
削
減
で
き
な
い
の
で
、
臨
時
職
員
の
配
置
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
極
力
無
駄
な
経
費
を
削
減
し
、
健
全
な
病
院
経
営

を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
望
む
。

　

健
康
福
祉
課
関
係
で
は
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
ま

し
て
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
廃
止
し
、
前
年
度

ま
で
行
っ
て
い
た
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
、新
た
に
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

費
の
中
で
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
福
祉
総
務
で
、
約
二
億
三
千
八
百
万
円
あ
り
ま
す
が
、

子
育
て
支
援
の
た
め
の
経
費
で
あ
り
ま
す
。
私
立
保
育
の
運

営
費
一
億
七
千
七
百
二
十
三
万
四
千
円
、
延
長
保
育
千
四
百

四
十
五
万
八
千
円
、
そ
の
他
、
3
人
目
か
ら
の
出
生
に
対
す

る
出
生
手
当
四
百
二
十
万
円
、
児
童
手
当
六
千
八
百
九
十
四

万
円
が
計
上
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
小
学
3
年
生
ま
で
の
支
給
で

あ
っ
た
も
の
が
、
本
年
4
月
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
さ

れ
た
。

　

介
護
保
険
料
は
、
第
3
期
の
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧

両
町
の
合
同
委
員
会
で
制
度
改
正
も
含
め
、
基
準
の
第
4
段

階
で
月
額
四
千
五
百
円
で
す
。

　

本
町
の
今
期
の
第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
度
、
県
下
で
一
番
高
い
と
い
わ
れ
て
い
た
、
旧

菊
水
町
の
保
険
料
も
、
管
内
で
も
平
均
以
下
と
な
っ
て
お
り
、

保
険
料
の
削
減
に
向
け
た
努
力
が
現
れ
た
も
の
と
思
う
。

簡
易
水
道
事
業
会
計
で
約
三
千
九
百
万
円
、
下
水
道
事
業
会

計
で
約
一
億
二
千
二
百
万
円
、
特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
で
約
八
千
四
百
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
建
設
関
係
事

業
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
建
設
課
関
係
一
般

会
計
予
算
に
は
六
千
四
百
五
十
六
万
円
が
繰
り
出
し
金
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

簡
易
水
道
事
業
関
連
で
は
、
工
事
請
負
費
三
百
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
中
央
地
区
（
立
石
）
の

配
水
管
付
設
工
事
と
し
て
、
延
長
2
0
0
m
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。

　

下
水
道
事
業
関
連
で
は
、
工
事
請
負
費
六
千
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
、
管
工
事
三
本
で
、
工
事
箇

所
は
玉
名
山
鹿
線
（
北
原
地
区
）、
大
江
田
・
立
石
の
一
部
、

ロ
マ
ン
館
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
県
道
大
牟
田
植

木
線
（
病
院
付
近
）
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
工
事
等
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
関
連
で
は
、

浄
化
槽
五
十
基
分
の
工
事
請
負
費
約
六
千
万
円
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
環
境
浄
化
面
か
ら
の
普
及
促
進
に
努
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

建
設
・
経
済
課
所
管
全
体
の
予
算
審
査
を
通
じ
て
、
特
に

農
業
振
興
を
は
じ
め
道
路
改
良
並
び
に
下
水
道
事
業
等
に
か

か
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
変
厳
し
い
状

況
に
変
わ
り
は
な
く
、

そ
れ
だ
け
に
予
算
執
行

に
当
た
っ
て
は
、
万
全

の
努
力
を
期
す
る
よ
う

お
願
い
を
し
て
審
査
を

終
え
た
。


